
2022年度 Web研修会

ワークショップ概要

学校における児童生徒の「行動の問題」は学校教育全体の大きな課題の1つです。そのような行動の
問題に対しては、応用行動分析学（Applied Behavior Analysis：ABA）の領域においてこれまでに膨大
な研究的、実践的成果が示されてきました。
本ワークショップにおいては、ABAのサービス提供モデルの1つであるPBSについて概説し、児童生徒
個人を対象としたアプローチ、学級集団を対象としたアプローチについて具体的に解説します。ま
た、PBSに基づきどのように保護者支援を行うことができるかということについても解説していきま
す。さらに、学校場面においてPBSを実践する際、どのように多職種（例えば心理職と教職）間で協
働していくのか、仕組み作りのTipsや注意点などについても共有できればと考えております。

参加方法

公認心理師の会 Webサイト「マイページ」よりお申込みください．
初めての方は以下をご参照ください https://cpp-network.com/flowfirst

研修会についてのお問い合わせ先 （株） ヒューマン・リサーチ human_2@abox3.so-net.ne.jp

一般社団法人 公認心理師の会 事務局
〒113-0033 東京都文京区本郷5-23-13 田村ビル 公益社団法人日本心理学会事務局内

ホームページ https://cpp-network.com/index.html

学校場面におけるポジティブ行動支援
（Positive Behavior Support:PBS）の基礎と応用
ライブ配信：2023年3月18日（土）13:00～16:00 〆切3月15日

録画配信：2023年4月1日（土）～2023年6月30日（金）〆切6月20日
ライブ方式登録者は，録画配信も受講可能です．

参加対象：公認心理師・スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー
教職員・教育行政関係者

参加費：会員 4,000円 非会員 6,000円

ワークショップの流れと講師 司会 石川健介 金沢工業大学・教授

１. 概論（ABA、PBSの基本） 大久保 賢一 畿央大学・教授
２. 個人を対象としたPBS 田中 善大 大阪樟蔭女子大学・准教授
３. 学級集団を対象としたPBS 庭山 和貴 大阪教育大学・准教授
４. 保護者と行うPBS 神山 努 横浜国立大学・准教授

https://cpp-network.com/flowfirst
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